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障害児通所支援

１、安全計画
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安全計画の策定等について

児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問支援

指定基準

①事業所の設備の安全点検、従業者や障害児等に対する事業所外での活動、取組等を含めた事業所での生活
その他の日常生活における安全に関する指導、従業者の研修及び訓練その他事業所における安全に関する
事項についての計画（以下「安全計画」という）を策定し、当該安全計画に従い必要な措置を講じなけれ
ばならない。

②従業者に対し、安全計画について周知するとともに、研修及び訓練を定期的に実施しなければならない。

③障害児の安全の確保に関して通所給付決定保護者との連携が図られるよう、
通所給付決定保護者に対し、安全計画に基づく取組の内容等について周知しなければならない。

④定期的に安全計画の見直しを行い、必要に応じて安全計画の変更を行うものとする。

対象
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安全計画の具体的な内容
○ 事業所等の設備（備品、遊具、防火設備、避難経路等）や、散歩コースや公園など、

定期的に利用する場所も含めた事業所等内の安全点検

○ 通常の支援の場面、リスクが高い場面（午睡、食事、プール・水遊び等）、緊急対応が必要な場面  

（災害、不審者の侵入、火事等）における役割分担や留意点を明確にしたマニュアルの策定・共有

○ こどもに対する安全対策の周知（事業所等の生活における安全、災害や事故発生時の対応、

   交通安全等）

○ 保護者に対する説明・情報共有（安全計画や安全に関する取組の説明・共有等）

○ 職員の研修・訓練（地震・火災・地域特性に応じた様々な災害を想定した避難訓練、

救急対応の実技講習、不審者の侵入を想定した実践的な訓練、事故予防に関する研修の受講等）

○ 再発防止策の徹底（ヒヤリ・ハット事例の収集・分析・対策や職員間での共有等）

○ その他の安全確保に向けた取組（地域住民や地域の関係者・関係機関と連携した取組、

   システムを活用した安全管理等） など

（参考）障害児支援における安全管理について（令和6年7月4日 こ支障第169号)
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安全計画の作成例 （安全点検について）
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安全計画の作成例 （安全に関する指導等について）
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安全計画の作成例 （研修及び訓練について）

7



安全計画の作成例 （研修及び訓練、その他安全に関する事項について）
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安全計画の策定に当たっては、

「障害児通所支援事業所等における安全計画の策定に関する留意事項等に

ついて」（令和5年7月4日こども家庭庁支援局障害児支援課事務連絡）を参考に、

安全計画の記載例については、こども家庭庁の

「障害児支援の安全管理に関するガイドライン」を参考にしてください。
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障害児通所支援

２、家族支援加算
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家族支援加算の算定について

児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問支援

家族支援加算（Ⅰ）
（１）障害児の居宅を訪問して相談援助を行った場合
（一）所要時間１時間以上の場合（３００単位）
（二）所要時間１時間未満の場合（２００単位）

（２）事業所等において対面により相談援助を行った場合（１００単位）
（３）テレビ電話装置その他の情報通信機器を活用して相談援助を行った場合（８０単位）

家族支援加算（Ⅱ）
（１）対面により他の障害児及びその家族等と合わせて相談援助を行った場合（８０単位）
（２）テレビ電話装置その他の情報通信機器を活用して

他の障害児及びその家族等と合わせて相談援助を行った場合（６０単位）

対 象
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家族支援加算は、運営指導において指摘の多い加算の一つです。

実際にどのような指摘がなされているのか、説明します。
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実際にあった指摘事例①

相談内容の記録を確認できない

⇒相談援助を行った場合は、

相談援助を行った日時及び相談内容の要点に関する記録が必要です。
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実際にあった指摘事例②

家族支援加算(Ⅰ)(１)

居宅を訪問して相談援助を行っていない場合に

算定している

（例）保育所等訪問支援の後、そのまま相談援助を行った場合に誤って算定してしまった。
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実際にあった指摘事例③

家族支援加算(Ⅰ)(２)

事業所において相談援助を行っていない

（例）公共施設等で相談援助を行った場合に、誤って家族支援加算(Ⅰ)(２)を算定してしまった。
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実際にあった指摘事例④

家族支援加算(Ⅰ)(２)

 事業所において対面により相談援助を行っていない

（例）電話により相談援助を行った場合に、誤って家族支援加算(Ⅰ)(２)を算定してしまった。
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実際にあった指摘事例⑤

家族支援加算(Ⅰ)(３)、(Ⅱ)(２)

 テレビ電話装置等を活用し、相談援助中の様子が

 把握できる状況で行っていない

  ⇒原則、障害児や家族の表情等、相談援助中の様子が把握できる状況で実施すること。

ただし、相談者の通信環境等により、やむを得ない場合には、

表情等の確認が難しい機器（電話等）を使用することでも差し支えない。
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実際にあった指摘事例⑥

家族支援加算(Ⅱ)(１)

 他の障害児及びその家族等と合わせて行っていない

（例）グループの相談援助を行う場合は、

障害児及びその家族等が同一世帯から複数人参加する場合は、１として数えるものであるが、

きょうだいで利用している障害児について、誤ってグループでの相談援助として算定してしまった。
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事業者の皆様におかれましては、指定基準や加算の算定要件を

今一度、ご確認くださいますようお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。
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